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本日の議論におけるポイントについて

① 戦略の成果と振り返りについて

② 社会情勢の変化と本市の状況について

③ 次期戦略の考え方について

④ 既存事業の取捨選択等の考え方



これまでの取組について

３つの柱

Ｒ５．４～ ※資料２ P１



戦略の成果と課題について（経営改善推進方針）
※資料２ P１～２

書かない窓口の導入
◎課題
・手続ごとに、氏名や住所等を何度も記入する手間と時間がかかる
・来庁理由など同じ質問を複数の窓口でされることがあり、市民に負担が生じている
・複数の届け出を受け付けるため、職員が窓口対応できるようになるまでに時間がかかる

【効果】
・氏名、生年月日などを複数回記入する工程を
無くすことによる市民負担軽減

・ワンストップ窓口により市民の動線がシンプ
ルになることによる市民負担軽減

・窓口システムの利用により、職員のスキルに
依存せず届出受付可能

・また書くの…？
・さっきも説明したのに…

… 窓口での記入は
一度だけでOK

業務効率化



戦略の成果と課題について（経営改善推進方針）

口座振替WEB受付システム導入
◎課題
・金融機関窓口の営業時間内にしか手続きできず、口座振替を真に必要とする多忙な納付義務者にとって負担の大き
い手続きとなっている

【効果】
・口座振込申込の利便性向上
・紙の口座振替申込書の処理負担軽減
・口座振替件数の増加による、公金
納付書発行や処理負担の軽減

自宅で完結

平日日中に
行くのは大変…

紙処理に時間
がかかる

口座振替書
届出印
どれだろう…？

市役所

※資料２ P１～２

業務効率化



戦略の成果と課題について（経営改善推進方針）

kintoneを活用した取り組み

◎課題
・担当課が公用車を借りるために、紙の申請書を提出している
・運転後に運転日誌も同様に紙で提出する必要がある
・紙の管理が煩雑

公用車使用申込申請アプリ・運転日誌アプリ

記入して提出す
るのが面倒…

※資料２ P１～２

業務効率化

管理も簡
単に！

紙の管理
が大変

記入も提
出も簡単
に！

【効果】
・申込書と運転日誌を電子化し、公用車主管課へ提出する手間がな
くなった
・公用車主管課も紙がなくなり、管理も簡単になった



戦略の成果と課題について（経営改善推進方針）
※資料２ P２

うみかぜテラス
直
営
か
ら
民
間
活
力
の
活
用
（
指
定
管
理
者
制
度
）
導
入

子育て支援センター
今後は…

新たなニーズに対する事業の推進と並行して、既
存の事務事業の見直しの具体的な進め方や評価の視
点を定めた上で取り組む必要

☞議題１のメインテーマの１つ

うみかぜテラス→Ｒ６～導入
子育て支援センター→Ｒ７～導入

【効果】
・サービスの向上
・効率的管理・運営が期待できる

業務改革



戦略の成果と課題について（経営改善推進方針）
※資料２ P２

今後は…

受益者負担の適正化☞議題２

【効果】
・歳入の確保
・ネーミングライツ事業者にとって
も認知度向上、イメージ向上などの
メリット

財政健全化

茅ヶ崎公園駐車場有料化茅ヶ崎公園駐車場有料化

ネーミングライツ導入ソフト事業における提案型
ネーミングライツ導入



戦略の成果と課題について（人財活躍推進方針）
※資料２ P３

• 会計年度任用職員の業務内容を拡大

• 一般任期付職員の活用

• 育児休業の代替職員の正規職員への置き換え

• 派遣契約に基づく派遣職員の準備

人的資源の創出

• 本市の求める人財と登録している人材のマッチング

業務推進力の向上

• 集約型組織の実現に向けた検討とそのまとめ

• プロジェクトに対して、プロジェクトチームを立ち上げ、柔軟かつ機動
的な体制を構築し、取り組む

組織力の強化

人財活躍推進方針の成果



戦略策定時からの社会情勢の変化等
※資料２ ４ページ

日本 茅ヶ崎市

人口が微増していた本市においても、人口減少期に突入している



戦略策定時からの社会情勢の変化等
※資料２ ４ページ
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戦略策定時からの社会情勢の変化等

※茅ヶ崎市実施計画
２０２５より抜粋

※資料２ ４ページ



次期戦略における優先項目

①新たな事業実施に向けた既存事
業の取捨選択等

次期優先項目

② 受益者負担の適正化☞議題２

次期優先項目

成果を反映し
③総人件費の抑制

次期優先項目

・現在の戦略の手法は踏襲
・「３つの柱」は継続

しつつ…

※資料２ ４～５ページ



既存事業の取捨選択等の考え方
既存事業の取捨選択等の必要性

箱（茅ヶ崎市）のサイズは
決まっているが…

（事業を）入れすぎるとこぼれてしまう

（事業を）取捨選択等して

箱におさめることができる

さらなるまちの活力や魅力の創出、市民サービスの向上を図り、持続可能なまちの経営に

※資料３ １ページ



既存事業の取捨選択等の対象

①同種の目的

目的やサービスの受け手が同様な新たな事業
に変革する事業

Ａ事業 Ｂ事業 Ｃ事業

③ニーズと不一致

サービス内容が市民
ニーズに合致していな
い事業

⑤低い優先度

市として優先的に取り組むべき政
策・施策に該当する事業を実施する
必要がある場合における、優先的に
取り組む必要がない分野の事業

②限定的な効果

サービスの受け手や効果が限定的で、より広い
効果が望まれる事業

高齢者向け～ 全世代向け～

④目的を達成

所期の目的を達成した事業
や、事業開始時に想定して
いた実施期間を満了した事
業

※資料３ １ページ



既存事業の取捨選択等の進め方

評価と分析

•地域社会や経済にどのような影響を与えているかを評価

•事業の維持にかかるコストと、その効果を分析

•→現状の事業の形での将来的な市民ニーズへの対応の是非を検討

方向性の意識統一

•新規事業を実施する際には、必ず「既存事業の取捨選択等」を検討することとし、政策
や施策の範疇を超え、全庁的な視点で取り組む必要性があることの意識の統一を図る

関係者等・市民との調
整

•関係者等や広く市民に既存事業の取捨選択等の方向性とその理由を丁寧に説明し、意見
のフィードバックの機会

既存事業の取捨選択等
の決定

•選定理由、市民への影響、市民意見、代替策などを整理し、実行プロセス、生み出され
る財源の活用内容を明確化し、取捨選択等を行う対象事業を決定

既存事業の取捨選択等
の実行

•実施計画２０３０の事業内容に合わせて、既存事業の取捨選択等についても市民へ周知
したうえで、実行します。取捨選択等の影響については、モニタリングをし、必要に応
じて最小限での対応策

※資料３ １～２ページ



評価と分析にあたっての指標の考え方

事業のニーズ
（必要性）

政策的方向性
実施主体の最

適化

裨益の程度、
費用対効果

実施手法
ゴール・撤退
ライン

課題把握・評価

※資料３ ２～３ページ



スケジュール
※資料４


